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のアンケートに倣った（表 1）。回答者は 2017 年 10 月現在



















 東京都心およびその近郊における 33 地点の観測点を対象






た。その結果，k=3 とした有効風速と気温については評価時間 1 時間の値と評価時間 10 分間の値に概ね差が無
表1 アンケートの質問内容 
 
)1( uue kIUkUU  (式1) 
ここに， 
eU  ：有効風速（m/s） U  ：平均風速（m/s） 
k  ：重み係数 uI  ：乱れの強さ 




heU 1, ≦6m/s （風の強さに対する印象Ⅰ）風を特に意識しない 
6m/s＜ heU 1, ≦8.5m/s （風の強さに対する印象Ⅱ）風はやや強いと感じる 
8.5m/s＜ heU 1, ≦11m/s （風の強さに対する印象Ⅲ）風が強く不快である 




hU1 ≦1m/s（気温 25℃以上） （印象 a）風が弱く，暑いと感じる 
1m/s＜ hU1 ≦5m/s（気温 25℃以上） （印象 b）風を心地よいと感じる 
hU1 ＞3m/s（気温 10℃未満） （印象 c）風で寒さが増す 






































































表4 評価対象に応じた風環境評価指標（風速：有効風速 評価時間：10分間） 
弱風問題 弱～強風問題 強風問題 
累積頻度 55%の風速(m/s) 
（平均気温 25℃以上の場合） 累積頻度 95%の風速(m/s) 
風速の 2 乗の年間平均値(m/s)2 
（中村らの指標） 




領域 A <=5.4 レベル 1 <16 
領域 B <=7.4 レベル 2 <24 
領域 C <=9.2 
レベル 3 >=24 







V  (式2) 
ここに， 
V  ：印象aの頻度が10%となる累積頻度55%の  平均風速（気温25℃以上の場合）（m/s） 









10,uI  ：10分間平均乱れの強さ 
第9章 結論 
 風工評価指標に対する風の乱れの影響を明らかにし，その影響を考慮した新たな風環境評価指標を提案した。
さらに評価対象に応じた評価指標を提案し，有効風速という1つの統計量で様々な風環境問題を評価することが
可能であることを示した。また，三杯型による風速の統計量を超音波型による値に補正する補正式およびその逆
変換式を用いることにより，風工評価指標，村上評価指標，新指標のいずれに対しても，三杯型と超音波型の両
方の統計量を適用することが可能である。 
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